















































赤な毛糸玉が転がり出る。その糸を踏むよう 女（福村慎里子）が出る。舞台中央に来た女は、その糸 戯れるような手遊びのような踊りのような動きと、昔の女の子の手遊びである綾とり遊びのような動きをしばらく愉しむように踊 、というよりも遊ぶような感じは幼女のイメージか？
やがて、濃いグリーンの絵の具を持った男（杉吉貢）が出て、女






























そしてラストシーン 、青い鳥捕獲 いう誤報と うか、期待で
でっち上げられた偽情報によって駆けつけた社員たち（札幌在住の俳優たち三人）を追いかけるように、 「無能のくせに独裁者 あ 」とこの捕獲隊員たちに悪し様に罵られ いた、当 長がヘリコプターで来るシーン。
ただしこの肝心のバカ社長は現れず、空から轟音と共にヘリコ








妻（知北梨沙）の前で、 妻の妹（吉江和子） 、 近松研究の女子学生（谷



















































という この みは浅くなる。その辺の書き込みがやや浅いのが気になるが、自分の力とそれに真当しない評価 悩む人間の在り方をうまくコミカルに描いて面白い舞台に っていた。
エンターテインメントとシリアスとの融合のひとつの実験は一応
















































































































魔な感じがす 。ドラマの中でそれを表現し 欲しかった。説明を聞く芝居ってや り違和感が大きいの 。
だが、真っ暗な中で顔面にだけスポットライトをあてられて独白






















































































は僕が観た順序に従っ 考えてみようと思う。初見では、この殺人犯の思いが今で 思い出せな くらいの印象し ないので、当時の記録をみてみよう。
殺人犯が、妻扼殺の動機を告白する部分で、社会主義リアリズム
的背景を説明すると、 の話の全体がそういう一定の枠組みの中に納まってしまい、矮小化して、この男の謎め た心情が広がら 。と書いてあって、つまりその程度にしか伝わらなか のだ。
そして田村一樹の観劇記を次にみてみよう。ここではこの殺人犯
のアンモラルと虚無の心情がよく現れ いると書い 、それを主に一人芝居の手法論で論じ いる。
そして今回。この人物の にのめり込んでいく精神的葛藤、心































い無念の悔悟 思いだけであろうか？ 　客席に飛び降り舞台端の箱に飛び乗り、舞台狭しと荒れ狂う。そして客席後方へと静か 諦観の退場は、おそらく開幕冒頭へと廻って帰っていく 果 しない悲劇の連鎖を垣間見せて……
鍛え抜かれた男の肉体が表現 一人の人間の業、そし れは






































される。特 身体不自由者・聾唖者・変態者・体の不自由な老人などなどをきわめてリアル 描写し そしてそれらの言動を笑い飛ばし、しかしその底 それ の人々のあり方に対して肯定し見つめる暖かい眼差しが強く感じられるのであった。
身勝手な生き方が摩擦を起こし、弱い者を徹底的に差別しながら
傷付け合い、それでも最低のところで深く結ばれていく人々の物語……笑い転げた二時間であっ 。
